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４
Ｊ
Ｐ
Ａ
第
４
回
総
会
は
、

（
１
）
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
確
立
に
向

け
て
必
要
な
討
議
と
方
針
を
確
立
す

ブ（》。（
２
）
「
今
後
の
難
病
対
策
の
あ
る
べ
き

姿
」
の
討
議
を
開
始
す
る
。

（
３
）
こ
の
方
針
を
実
行
す
る
に
必
要
な

専
従
事
務
局
２
名
体
制
の
確
立
を
明
確

にする。

（
４
）
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
確
立

の
取
り
組
み
を
支
え
る
財
政
確
立
（
Ｊ

Ｐ
Ａ
資
金
造
成
事
業
）
を
決
め
る
大
変

重
要
な
総
会
で
す
。
各
団
体
か
ら
選
出

評
議
員
の
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ます。
〈
日
時
〉
五
月
二
十
五
日
（
日
）

十
三
時
三
十
分
～
十
七
時

〈
会
場
〉
晴
海
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

「大会議室」

東
京
都
中
央
区
晴
海
三
’
八
’
一

電
話
○
三
（
三
五
三
三
）
七
二
一

活
発
な
討
議
を
通
じ
て

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の

確
立
を
目
指
そ
う

Ｊ
Ｐ
Ａ
第
４
回
総
会
の
お
知
ら
せ

総
会
の
翌
日
に
行
わ
れ
る
国
会
請
願

行
動
で
は
、
左
記
の
請
願
事
項
の
採
択

交
通
、
都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線
「
勝

ち
ど
き
」
下
車
Ａ
３
出
口
徒
歩
七
分

全
て
の
団
体
に
国
会
請
願

行
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
ま
す〈

請
願
事
項
〉

１
、
全
て
の
難
病
を
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
の
対
象
疾
患
と
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
難
病
対
策
を
一
層
拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

２
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
治
療
を
必
要
と
す
る
難
病
、
長
期
慢
性
疾
患
、
小
児
慢
性

疾
患
患
者
の
医
療
に
関
る
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
子
育
て
支
援
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
医
療
費
助
成
や
特
別
支
援
教
育

の
充
実
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

４
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
わ
が
国
の
進
ん
だ
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

専
門
医
療
の
地
域
格
差
を
解
消
し
て
く
だ
さ
い
。

５
、
医
師
、
看
護
師
を
は
じ
め
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
な
ど
に
よ
る
医
療
の
地
域

格
差
の
解
消
を
急
い
で
く
だ
さ
い
。

６
、
Ｂ
型
．
Ｃ
型
な
ど
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
の
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
し
て
く
だ
さ

い０

７
、
都
道
府
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や
、
全
国
の
患
者
・
家
族
団
体

の
活
動
を
支
援
し
、
難
病
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
的
な
理
解
を
促
進
す
る
た

め
に
全
国
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
く
だ
さ
い
。

８
、
第
１
６
４
回
通
常
国
会
及
び
第
１
６
６
回
通
常
国
会
で
採
択
さ
れ
た
請
願
の

実
現
の
た
め
に
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
、
就
労
、
リ
ハ
ビ
リ
、
移
動
支
援
や

医
学
研
究
を
含
め
た
総
合
的
な
難
病
対
策
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
急
い
で

く
だ
さ
い
。

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
請
願
の
実

現
は
、
今
後
の
私
た
ち
の
取
り
組
み
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
取
り
組

み
で
集
約
し
た
国
会
請
願
署
名
を
、
国

会
議
員
に
届
け
ま
し
ょ
う
。
今
、
必
要
な

こ
と
は
、
こ
の
請
願
行
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
す
。
請
願
書
の
採
択
を
目
指
し
、

全
て
の
患
者
団
体
が
こ
の
請
願
行
動
に

参
加
さ
れ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

〈
国
会
請
願
〉
五
月
二
十
六
日
（
月
）

十
時
～
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
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;致します。
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里 何退
月
２
日
（
日
）
午
後
、
「
誰
も
が
安
心

し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
社
会
」
を
め

ざ
す
！
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
「
患
者

・
家
族
の
声
を
」
の
集
い
が
東
京
・
晴
海

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
つ
ど
い
」
に
は
全
国
か
ら
Ｊ
Ｐ
Ａ

の
会
員
と
未
加
盟
の
患
者
団
体
１
５
２

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、

Ｊ
Ｐ
Ａ
の
伊
藤
た
て
お
代
表
が
「
つ
ど

い
」
と
明
日
の
全
国
集
会
の
意
義
と
、

最
近
の
難
病
者
医
療
に
お
け
る
動
き
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
患

者
団
体
か
ら
次
々
に
発
言
が
さ
れ
ま
し

司
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腫■ 剛
の
患
毒
織
繍
鰯
繍
繍
繍
瀦
畿
繍

伊藤代表の基調報告

②
た
。
線
維
筋
痛
症
友
の
会
の
代
表
は
、

「
光
や
音
で
も
痛
み
を
感
じ
る
。
全
国

に
凡
そ
２
０
０
万
人
の
患
者
が
こ
の
病

気
で
苦
し
ん
で
い
る
の
で
、
国
の
特
定

疾
患
に
認
定
し
、
病
気
の
研
究
と
治
療

費
の
助
成
を
切
に
望
み
た
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。
全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守

繍
甚〆

汀 ，
凸

『」
ＰＰＬ

ＬＦ■

熱心に聞き入る参加者

る
会
か
ら
は
「
子
供
の
慢
性
心
臓
病
は

小
児
慢
性
疾
患
と
し
て
医
療
費
の
補
助

を
受
け
て
い
る
が
、
加
歳
を
超
え
る
と

こ
の
制
度
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
難
病
が

治
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
二
十
歳

を
過
ぎ
た
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
の
患
者

に
も
暖
か
い
手
を
さ
し
の
べ
て
ほ
し

ど
な
ど
、
全
体
で
虹
の
患
者
団
体
か

ら
の
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
「
つ
ど
い
」
で
は
、
来
賓
と
し

て
日
本
医
療
労
働
組
合
協
議
会
の
田
中

千
恵
子
委
員
長
、
日
本
障
害
者
協
議
会

の
福
井
典
子
理
事
、
障
害
者
の
生
活
と

権
利
を
守
る
全
国
連
絡
協
議
会
の
吉
本

哲
夫
会
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
共
産
党
の
小
池
晃
議
員

が
、
激
励
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
難
病
・
慢
性
疾
患
患
者
へ

国
の
支
援
の
充
実
を
求
め
た
ｎ
項
目
の

要
望
を
「
難
病
・
慢
性
疾
患
患
者
の
ア

ピ
ー
ル
」
と
混
合
診
療
に
つ
い
て
は
慎

重
な
検
討
を
要
望
す
る
「
緊
急
決
議
」

を
満
場
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
。

つ
ど
い
の
後
に
は
交
流
会
が
開
か

れ
、
約
１
０
０
名
の
参
加
者
の
自
己
紹

介
や
患
者
会
の
紹
介
が
あ
り
、
「
要
望

実
現
の
た
め
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と

の
決
意
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。
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■ ■一 一 『

全国集会慧
議
壷

総理・財務・厚労大臣、
厚労省交渉､国会議員へ
要請行動

嫌

篝
会場は椅子が足りなくなるほどの盛会

咽
月
３
日
（
月
）
衆
議
院
第
２
議
員

会
館
で
「
全
国
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
前
年
度
に
５
万
人
を
超

え
て
い
る
潰
瘍
性
大
腸
炎
と
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
の
患
者
会
か
ら
、
特
定
疾
患
事

業
の
後
退
は
許
さ
な
い
、
と
発
言
し
た

の
に
続
き
、
肝
臓
病
、
下
垂
体
患
者
、

腎
臓
病
な
ど
７
団
体
が
訴
え
を
し
ま
し

た
。
国
会
議
員
６
名
か
ら
激
励
の
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
秘
書
の
出
席
も
塑
名
あ

り
ま
し
た
。
２
０
０
名
を
超
え
る
参
加

者
が
あ
り
、
会
場
に
は
１
０
０
名
程
度

の
席
し
か
な
く
、
外
に
大
半
が
溢
れ
る

ほ
ど
の
大
盛
会
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た。
一
方
別
の
グ
ル
ー
プ
は
、
総
理
・
財

務
・
厚
労
の
各
大
臣
へ
要
請
行
動
か
ら

帰
っ
た
代
表
か
ら
、
「
大
臣
に
は
会
え

な
か
っ
た
が
、
担
当
者
に
要
請
の
趣
旨

を
し
っ
か
り
伝
え
た
」
、
厚
労
省
の
疾

病
対
策
課
と
母
子
保
健
課
と
の
交
渉
団

来賓の全国保団連
住江会長

③
か
ら
も
、
「
各
患
者
会
か
ら
切
実
な
訴

え
を
し
て
き
た
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た。最
後
に
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
伊
藤
代
表
か
ら
、

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
ち
続
け
、
難
病

や
慢
性
疾
患
の
患
者
の
要
望
実
現
の
た

め
が
ん
ば
ろ
う
と
締
め
く
く
り
、
集
会

を
閉
じ
ま
し
た
。

午
後
は
、
Ⅳ
班
に
別
れ
て
国
会
議
員

１
１
６
名
の
議
員
室
を
回
り
、
要
請
行

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ｎ
名
の
議
員
ご

本
人
と
面
談
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
間
の
全
国
大
行
動
は
、
Ｊ
Ｐ
Ａ

を
中
心
に
し
た
実
行
委
員
会
形
式
で
取

り
組
ま
れ
、
参
加
人
員
２
８
１
名
、
参

加
団
体
刃
団
体
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
患
者
団
体
数
で
の
行
動
と
な
り
ま

し
た
。
患
者
団
体
か
ら
の
要
求
を
冊
子

「
患
者
・
家
族
の
願
い
」
に
ま
と
め
て

各
方
面
へ
配
布
す
る
な
ど
大
き
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。激励あいさつ

川田龍平議員(無所属）
私たちの仲間でもある

「
予
算
確
保
！
誰
も
が
安
心
し
て
治

療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
に
」
の
集
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
取
り
組
み
を
、
こ
れ
を
出

発
点
に
、
医
療
を
必
要
と
す
る
患
者
・

家
族
が
手
を
つ
な
ぎ
、
日
本
の
公
的
医

療
制
度
拡
充
に
向
け
て
、
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

戸の

患者団体の訴え「一日
も早く難病だと認めて
治療法の研究を始めて
ほしい。」 厚労大臣要請の報告



1976年２月25日第三種郵便物認可（毎週４回月曜・火暇・木曜・金曜発行)SSKO通巻6697号２㈹8年４月１４日発行

２
０
０
８
年
度
厚
労
省
予
算
の
う
ち

難
病
関
係
で
は
、
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
で
前
年
比
弱
億
円
の
増
額
が
さ
れ

ま
し
た
が
、
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事

業
は
、
１
億
５
千
万
円
の
減
額
と
な
る

政
府
案
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
定
を

受
け
て
、
昨
年
辺
月
に
開
か
れ
た
大
集

会
の
要
望
事
項
の
一
つ
で
あ
る
、
新
規

疾
患
の
追
加
を
求
め
る
緊
急
集
会
が
、

２
月
Ⅳ
日
～
肥
日
に
東
京
で
行
わ
れ
、

妬
団
体
、
約
別
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

緊
急
集
会
，
要
請
行
動
開
催
さ
れ
る

伊
藤
た
て
お
Ｊ
Ｐ
Ａ
代
表
は
情

み組

勢
報
告
を
兼
ね
た
挨
拶
を
行
い
ま

り

し
た
。
平
成
加
年
度
難
病
対
策
予

取が
算
は
、
記
憶
円
増
額
で
き
た
。
こ

自貝委

れ
に
よ
り
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
潰

行

瘍
性
大
腸
炎
も
共
に
切
ら
れ
ず
に

実る
明
す
ん
だ
。
今
後
我
々
は
未
認
定
疾

蠅識患の追加指定を求めていく。

医
療
政
策
の
大
き
な
流
れ
を
見
る

と
、
新
自
由
主
義
Ⅱ
小
泉
路
線
は
医
療

に
も
自
由
競
争
を
持
ち
込
も
う
と
し
た

が
、
こ
の
行
き
過
ぎ
反
省
が
で
て
き
た
。

社
会
保
障
費
を
削
っ
た
こ
と
を
反
省

し
、
難
病
対
策
予
算
に
上
乗
せ
を
し
て

反
省
を
示
し
た
。
し
か
し
今
の
と
こ
ろ

新
規
疾
患
の
追
加
が
な
い
。
地
域
経
済

の
崩
壊
か
ら
、
地
方
の
超
過
負
担
に
対

す
る
不
満
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
地

方
の
超
過
負
担
を
解
消
す
る
に
は
、
な

お
１
５
０
億
円
不
足
す
る
。
我
々
は
成

る
④

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
後

こ
れ
を
ど
う
持
続
し
て
い
く
か
、
新
規

疾
患
の
追
加
指
定
は
取
れ
ず
に
い
る

が
、
今
が
患
者
側
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
。
今
後
は
、
勉
強
会
を
再
ス
タ

ー
ト
し
て
、
新
し
い
運
動
に
取
り
組
み

た
い
。
続
い
て
、
実
行
委
員
で
下
垂
体

患
者
の
会
は
む
ろ
お
と
や
事
務
局
長

の
、
集
会
と
要
請
行
動
の
意
義
、
予
算

の
動
き
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ギ
ル
ド
Ｑ
」
に

よ
る
医
療
コ
ン
ト
が
演
じ
ら
れ
、
気
分

を
和
ら
げ
ま
し
た
。

新
規
指
定
を
望
む
次
の
患
者
会
か
ら

の
意
見
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
①
線
維

"充実と新規疾患追加を求める；
夢

凪げ』

-

筋
痛
症
友
の
会
、
②
全
国
Ｃ

Ｉ
Ｄ
Ｐ
（
慢
性
炎
症
脱
髄
性

劇
ｊ

寸
Ｑ
多
発
神
経
炎
）
サ
ポ
ー
ト
グ

いい卜
し
ル
ル
ー
プ
、
③
全
国
心
臓
病
の

楽
ギ
子
ど
も
を
守
る
会
、
④
全
国

た・いル
脊
柱
靱
帯
骨
化
症
家
族
連
絡

州劾会、⑤中枢性尿崩症の会

刺一

（
下
垂
体
患
者
の
会
）
、
⑥

風
１

会
ミ
日
本
プ
ラ
ダ
ー
・
ウ
ィ
リ
ー

社
ｒ

症
候
群
協
会
、
⑦
腹
膜
偽
粘

液
腫
患
者
支
援
の
会
、
③
リ

タ
リ
ン
・
コ
ン
サ
ー
タ
の
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
適
用
を
求
め
る
成
人
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

の
会
。
討
論
会
で
は
、
医
療
と
福
祉
を

一
体
に
し
た
施
策
が
必
要
だ
。
病
気
を

理
解
し
な
い
医
師
が
診
察
し
た
り
す
る

の
で
、
医
療
関
係
者
に
患
者
の
実
態
を

知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。
患
者
会
の
総

会
で
、
患
者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
し

く
み
に
な
っ
て
い
な
い
、
特
定
懇
の
設

置
根
拠
が
あ
る
の
か
、
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
国
会
議
員
に
患
者
の

生
の
声
を
聞
い
て
ほ
し
い
の
で
、
訴
え

る
方
法
に
も
工
夫
し
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
特
定
疾
患
に
認

定
さ
れ
て
い
る
が
、
認
定
さ
れ
る
ま
で

は
皆
さ
ん
と
同
じ
に
悩
み
、
生
き
て
行
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１
１
〕
１
４愛

』 ｡

激励あいさつ
小池晃議員（共産党）

激励あいさつ
渡辺孝男議員(公明党）

激励あいさつ
谷博之議員（民主党）

激励あいさつ
津島雄二議員(自民党）

き
た
い
一
心
で
訴
え
て
き
た
。
難
治
性

疾
患
克
服
研
究
事
業
に
な
り
、
治
療
研

究
が
進
め
ば
医
療
費
が
少
な
く
て
済

む
。
小
児
慢
性
疾
患
は
加
歳
ま
で
は
医

療
費
の
補
助
が
あ
る
が
、
成
人
す
る
と

こ
れ
が
な
く
な
る
の
で
、
経
済
的
に
厳

し
い
。
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
厚
労
省
疾
病
対
策
課
へ

要
請
行
動
を
行
い
、
日
本
プ
ラ
ウ
ダ
・

ウ
イ
リ
ー
症
候
群
協
会
を
始
め
と
し
て

７
つ
の
患
者
会
か
ら
新
規
指
定
を
望
む

財務省要請の報告⑨
声
を
要
望
し
ま
し
た
。
対
応
し
た
林
課

長
補
佐
は
、
患
者
の
気
持
ち
は
よ
く
わ

か
る
の
で
、
公
平
性
も
考
え
な
が
ら
、

今
後
も
話
し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
。

地
方
の
超
過
負
担
の
解
消
は
性
急
に
は

で
き
な
い
が
、
努
力
し
て
い
く
。
な
ど

と
答
え
ま
し
た
。

午
後
は
国
会
議
員
へ
難
病
の
追
加
指

定
と
選
挙
の
際
に
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

難
病
対
策
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
、
要
請

を
し
ま
し
た
。

侭& m･FW-
&一Ｐ

ｑＬ
，

篭 一心 ．

■■二 ,dp:
垂､■、 嘘緯己

画泌恥唖崎卿． ℃ 一 一

二

一

内閣府要請

JPA「協力会員」の募集
「人間としての尊厳、いのちの尊厳力洞よりも大切にされる社会の実現」（結成宣言）が、私た
ちの願いです。あなたもこの活動をささえる「協力会員」になってください。協力会員の皆様に
は、日本難病・疾病団体協議会の会報をお届けします。
＜会費＞年間一口3,000円（何口でも結構です）
＜申し込み・お問合先＞
各加盟団体または事務局(mLO3-5940-0182)へ。会費の納入は、郵便振替払込口座へ、口座番号
00130-4-3541“、加入者名「日本難病・疾病団体協議会事業部」へお願いします。
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患
者
・
家
族
集
会
、
全
国
大
行
動
の

開
催
を
前
に
、
廻
月
２
日
第
４
回
幹
事

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
司
会
の
野
原

副
代
表
が
、
出
席
妬
名
（
委
任
状
晦
名

を
含
む
）
で
幹
事
会
の
成
立
（
定
数
弱

名
）
を
宣
言
。
冒
頭
、
新
規
加
盟
申
請

の
「
下
垂
体
患
者
の
会
」
の
加
盟
を
全

員
の
拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。
事
業
報

告
と
情
勢
討
議
で
過
名
が
発
言
。
議
題

と
な
っ
た
第
４
回
総
会
開
催
、
全
国
大

行
動
の
取
り
組
み
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
不
用
入
れ

歯
リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

が
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
は
、
伊
藤
代
表
の
情
勢
報
告
（
概

要
）
で
す
。

大
き
く
３
点
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
つ
目
は
、
情
勢
は
変
化
の
兆
し
が
あ

り
ま
す
。
反
省
が
、
厚
生
労
働
省
の
な

か
で
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
厚
労
省
か

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
壁
￥
に

向
け
資
金
づ
く
り
の
活
動
を
真
剣
に

総会開催、リサイクルなどの議案を承認

ら
は
最
近
様
々
な
こ
と
で
患
者
団
体
の

意
見
を
聞
き
た
い
と
、
向
こ
う
か
ら
声

が
か
か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
の
大
き
な
変
化
だ
と
思
い

ま
す
。
今
一
番
問
題
な
の
は
規
制
改
革

会
議
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
混
合
診

療
解
禁
問
題
で
今
盛
ん
に
猛
烈
な
攻
勢

を
か
け
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
の
医
療

と
か
福
祉
を
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
そ
の
路
線
と
医
療
や
福
祉
は
、

国
民
全
体
の
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は

患
者
家
族
の
生
命
・
生
活
を
支
え
る
大

変
大
事
な
も
の
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

私
た
ち
と
行
政
と
の
間
に
構
図
が
生
ま

れ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

二
番
目
は
、
私
た
ち
の
運
動
あ
る
い

は
団
体
の
体
制
に
大
き
な
変
化
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
は
早
く
気

付
き
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

回
の
大
行
動
に
当
た
っ
て
は
実
行
委
員

会
を
作
っ
た
。
Ｊ
Ｐ
Ａ
も
も
ち
ろ
ん
力

を
尽
く
し
て
い
る
。
同
時
に
、
ま
だ
団

体
を
作
っ
て
間
も
な
い
方
々
、
仲
間
も

⑥
極
端
に
少
な
い
小
さ
な
団
体
の
方
々
も

一
生
懸
命
力
を
注
い
で
い
た
だ
い
た
。

Ｊ
Ｐ
Ａ
と
い
う
大
き
な
団
体
が
先
頭
に

立
っ
て
活
動
す
る
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
団
体
と
手
を
結
び
活
動
し
て
い
く
大

き
な
実
験
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
形

で
も
情
勢
は
動
く
と
い
う
こ
と
を
示
せ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

第
三
点
目
は
、
次
世
代
へ
運
動
の
引

き
継
ぎ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
周
り
を
取
り
囲
む
状
況

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
次
の
世
代

へ
運
動
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
こ
と
を
明

確
に
念
頭
に
置
い
て
活
動
し
な
け
れ

ば
、
今
や
っ
て
い
る
方
々
が
潰
れ
た
段

階
で
そ
の
運
動
は
終
わ
り
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
真
剣
に
次
の
世
代
に
引
き

渡
す
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
今
日
の
提
案
で
「
資
金
作
り
の

活
動
」
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

ま
す
。
今
ま
で
も
、
お
金
が
な
い
と
言

っ
て
き
ま
し
た
が
、
頭
の
上
を
素
通
り

で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
Ｊ
Ｐ
Ａ

は
、
た
っ
た
一
人
の
事
務
局
長
兼
事
務

局
員
か
ら
真
剣
に
２
人
、
３
人
の
事
務

局
員
を
抱
え
る
体
制
に
な
ら
な
け
れ
ば

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た

せ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
団
体
も
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
む
、
し
か
も
取
り
組
ん

だ
団
体
に
も
資
金
が
入
る
と
い
う
活
動

を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の

こ
と
を
是
非
皆
さ
ん
に
訴
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
い

う
の
は
、
単
な
る
若
返
り
と
か
、
役
員

の
交
代
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
運

動
と
し
て
ど
う
引
き
継
ぐ
か
と
い
う
こ

と
を
私
た
ち
が
認
識
す
る
か
し
な
い
か

で
す
。
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
い
う

責
任
感
を
き
ち
ん
と
持
っ
て
い
る
こ
と

が
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
が
来
る
か
来

な
い
か
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
。
私
は
、

こ
う
い
う
仕
組
み
や
運
動
方
針
づ
く
り

を
こ
の
２
年
間
真
剣
に
や
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
念
仏
の
よ
う
に
唱
え
て
い
る

の
で
は
な
く
期
限
付
き
で
考
え
て
い
き

ま
す
。
情
勢
と
私
た
ち
の
運
動
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
次
の
世
代
に

何
を
ど
う
引
き
継
ぐ
か
と
い
う
こ
と

は
、
直
結
し
た
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
の
会
を
次
の
幹
事
会
、
総
会
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
、
討
議

を
行
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
る
機
会
と

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
４
回
幹
事
会
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■混合診療とは

診
療
に
は
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る
診

療
（
保
険
診
療
）
と
保
険
外
の
診
療
（
自

由
診
療
）
が
あ
り
ま
す
。
国
民
皆
保
険

制
度
の
も
と
で
は
、
保
険
医
療
機
関
に

お
け
る
診
療
行
為
は
、
特
定
の
例
外
を

除
い
て
は
原
則
保
険
診
療
し
か
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
民
皆
保
険
制
度
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
公
的
医
療
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
で
、
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ

う
な
病
気
や
事
故
に
遭
っ
て
も
安
全
で

適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
制

度
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
新
し
い
医
療

技
術
や
医
薬
品
、
医
療
機
器
な
ど
は
、

そ
の
安
全
性
や
有
効
性
の
確
認
を
で
き

る
だ
け
急
ぎ
、
薬
事
法
の
承
認
を
得
た

う
え
で
保
険
収
載
し
、
必
要
な
治
療
は

保
険
で
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

混
合
診
療
と
は
、
こ
の
保
険
診
療
と

自
由
診
療
を
組
み
合
わ
せ
た
診
療
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。
現
在
は
例
外
的
に
先

進
医
療
と
し
て
「
保
険
外
併
用
療
養
費
」

策
1-- ぜに

混
合
診
療

反対する伽”

勉
強
会
実
行
委
員
長
水
谷
幸
司

が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
の
み
混
合
診
療

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
政
府
の
規
制

改
革
会
議
は
、
こ
の
「
規
制
」
を
排
除

し
て
、
自
由
診
療
と
保
険
診
療
を
組
み

合
わ
せ
た
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
を
政

府
に
執
勧
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

■患者のねがいと混合診療

規
制
改
革
会
議
は
、
混
合
診
療
の
全

面
解
禁
こ
そ
が
「
が
ん
や
難
病
に
苦
し

む
人
に
と
っ
て
は
少
な
い
自
己
負
担
で

最
先
端
の
技
術
や
未
承
認
の
医
薬
品
を

利
用
で
き
る
道
を
開
く
も
の
」
と
主
張

し
て
い
ま
す
。
現
行
制
度
で
は
保
険
医

療
機
関
で
の
自
由
診
療
は
認
め
て
い
ま

せ
ん
か
ら
、
自
由
診
療
を
行
え
ば
そ
の

治
療
の
す
べ
て
が
保
険
適
用
外
と
な
り

ま
す
。
保
険
適
用
部
分
の
保
険
適
用
を

認
め
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
自
己
負
担
は
軽

減
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

私
た
ち
難
病
や
慢
性
疾
患
患
者
は
医

療
の
進
歩
に
希
望
を
託
し
て
、
常
に
新

薬
や
新
し
い
治
療
法
の
開
発
を
願
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て

⑦
安
全
性
や
有
効
性
が
確
認
で
き
て
い
な

い
治
療
や
医
薬
品
が
自
由
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
薬
害
は
広
が
り
、

医
療
へ
の
信
頼
関
係
は
一
気
に
崩
れ
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
自
由
診
療

が
解
禁
さ
れ
れ
ば
、
製
薬
企
業
は
営
利

目
的
で
す
か
ら
時
間
の
か
か
る
保
険
適

用
を
求
め
な
い
ま
ま
に
新
薬
を
市
場
に

出
す
傾
向
が
強
く
な
り
、
保
険
適
用
範

囲
は
縮
小
さ
れ
、
患
者
の
自
己
負
担
は

際
限
な
く
広
が
る
で
し
ょ
う
。

■本質は市場原理の導入

規
制
改
革
会
議
の
宮
内
義
彦
前
議
長

は
、
か
つ
て
「
混
合
診
療
の
解
禁
で
日

本
の
医
療
市
場
は
何
十
兆
と
い
う
市
場

に
な
る
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。
混
合

診
療
の
全
面
解
禁
と
は
自
由
診
療
の
解

禁
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
市
場

原
理
を
医
療
の
分
野
に
導
入
す
る
こ
と

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
本
質
を
覆
い

隠
す
た
め
に
、
混
合
診
療
の
解
禁
は
あ

た
か
も
患
者
の
利
益
の
た
め
に
行
う
と

主
張
す
る
規
制
改
革
会
議
の
メ
ン
バ
ー

の
発
言
は
患
者
の
思
い
を
逆
手
に
と
る

卑
劣
な
や
り
方
と
い
う
も
の
で
す
。

医
療
は
、
誰
が
い
つ
、
ど
こ
で
ど
の

程
度
の
病
気
や
事
故
に
遭
遇
す
る
か
予

測
が
つ
か
な
い
な
ど
、
そ
の
特
性
か
ら

市
場
原
理
に
は
な
じ
ま
な
い
こ
と
は
政

府
も
認
め
て
お
り
、
舛
添
厚
生
労
働
大

臣
も
昨
年
吃
月
の
国
会
答
弁
で
「
国
民

の
命
と
い
う
も
の
は
市
場
経
済
原
則
で

い
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
し

っ
か
り
認
識
し
て
、
国
民
の
命
を
守
る

厚
生
労
働
行
政
を
推
進
」
し
た
い
と
答

え
て
い
ま
す
。

■必要な医療はすべて保険で

日
本
の
医
療
は
、
医
師
不
足
、
医
療

崩
壊
と
言
わ
れ
て
い
る
現
在
で
も
、
諸

外
国
と
比
べ
て
、
少
な
い
医
療
費
で
効

果
的
な
治
療
を
行
う
と
い
う
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
国

憲
法
第
妬
条
に
基
づ
く
国
民
皆
保
険
制

度
を
堅
持
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

国
は
こ
の
姿
勢
を
原
則
と
し
て
は
崩

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
特
定
療
養

費
制
度
を
保
険
外
併
用
療
養
費
制
度
と

名
称
を
変
え
る
な
ど
、
事
実
上
な
し
崩

し
的
に
混
合
診
療
を
拡
大
し
て
い
る
こ

と
も
見
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
４
月
か
ら
薬
事
承
認
の
な
い
医
療
を

一
定
の
条
件
の
も
と
に
認
め
る
高
度
医

療
評
価
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
も
自
由
診
療
解
禁
に
一
歩
道
を
開
く

も
の
と
の
危
倶
を
も
っ
て
い
ま
す
。
国

は
保
険
外
診
療
の
縮
小
、
保
険
給
付
範

囲
の
拡
充
の
方
向
に
き
っ
ぱ
り
方
針
転

換
を
と
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。
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東
海
４
県
の
難
病
連
の
交
流
会
が
三

重
県
の
ホ
テ
ル
・
リ
バ
ー
ジ
ュ
賢
島
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
愛
知

県
２
名
、
岐
阜
県
３
名
、
静
岡
県
３
名
、

三
重
県
６
名
の
必
名
で
し
た
。

型
日
：
交
流
会
・
参
加
者
の
自
己
紹

介
、
各
難
病
連
の
近
況
報
告
等
話
し
合

い
ま
し
た
。

各
県
の
活
動
報
告
に
対
し
、
様
々
な

質
問
や
意
見
が
出
て
、
各
県
各
様
に
考

え
さ
せ
ら
れ
る
問
題
が
あ
る
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。

愛
知
県
の
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

は
妬
、
６
年
前
か
ら
医
師
会
が
、
難
病

相
談
事
業
と
し
て
他
の
県
に
先
駆
け
て

や
り
始
め
て
い
ま
し
た
。
国
が
各
県
に

難
病
支
援
セ
ン
タ
ー
を
作
る
こ
と
に
な

っ
た
と
き
、
難
病
支
援
事
業
と
難
病
団

体
が
別
々
に
存
在
し
て
い
た
の
で
す

が
、
愛
知
県
医
師
会
の
理
事
が
愛
知
県

難
病
連
の
顧
問
に
就
任
、
難
病
支
援
の

活
動
に
お
い
て
、
両
者
が
手
を
結
ん
だ

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
関
係
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

岐
阜
県
は
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
の

こ
ろ
か
ら
難
病
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

又
、
岐
阜
県
難
病
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

昨
年
加
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
り
、
長

い
経
験
を
持
つ
事
務
局
長
の
安
藤
さ
ん

の
手
腕
は
抜
群
で
す
。

ＪＰＡ東海ブロック交流会に参加して

静
岡
県
難
病
連
の
活
動
は
、
三
重
県

の
相
談
支
援
活
動
の
先
を
行
き
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
も
早
く
か
ら
と
り
、
安
定
し
た

財
政
活
動
を
考
え
、
難
病
連
へ
支
援
す

る
専
門
家
集
団
へ
の
研
修
を
６
年
間
で

釦
回
し
、
難
病
支
援
に
対
す
る
考
え
を

育
て
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

三
重
県
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
っ
て

２
年
目
に
入
り
、
こ
れ
か
ら
愛
知
、
岐

阜
、
静
岡
の
先
輩
難
病
連
の
幅
の
広
い

活
動
を
参
考
に
、
身
の
丈
に
合
わ
せ
て

一
歩
一
歩
進
ん
で
行
く
こ
と
を
考
え
て

います。
妬
日
は
、
９
時
～
ｎ
時
ま
で
静
岡
難

病
連
の
理
事
長
野
原
正
平
氏
の
講
演

で
、
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ア
監
督
の
ア
メ
リ

カ
の
医
療
状
況
を
描
い
た
映
画
「
シ
シ

己
の
説
明
を
し
、
日
本
の
医
療
制
度

の
国
民
皆
保
険
が
い
か
に
大
切
で
、
日

本
人
は
安
心
し
て
医
療
行
為
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
な

ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
い

ろ
い
ろ
の
状
況
か
ら
、
難
病
患
者
の
医

療
が
危
う
い
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
こ
と

な
ど
、
危
機
感
を
も
っ
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
２
日
間
の
交
流
は
あ
っ
と
い
う
間

の
出
来
事
の
よ
う
で
し
た
。
し
か
し
充

実
し
、
良
い
仲
間
が
身
近
に
い
る
こ
と

を
感
じ
る
時
間
で
し
た
。

（
三
重
県
難
病
連
理
事
西
川
和
子
）

③
二
○
○
七
年
九
月
五
日
～
六
日
、
青

森
県
青
森
市
ホ
テ
ル
「
ラ
・
プ
ラ
ス
青

い
森
」
に
お
い
て
、
県
内
外
よ
り
九
十

一
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に

青
森
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
テ
ー
マ
は
「
社
会
資
源
と
し
て

の
患
者
会
の
あ
り
方
を
探
る
」
で
す
。

ま
ず
初
め
に
Ｊ
Ｐ
Ａ
代
表
伊
藤
た
て

お
氏
の
基
調
講
演
、
続
い
て
、
患
者
会
、

行
政
か
ら
患
者
会
の
実
態
、
患
者
の
現

状
、
行
政
の
立
場
の
発
表
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

質
疑
応
答
後
に
伊
藤
代
表
が
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

１
、
患
者
会
は
患
者
自
身
の
た
め
に
何

を
な
す
べ
き
か
を
考
え
る
。

２
、
患
者
会
は
、
社
会
資
源
と
し
て
ま

ず
存
在
価
値
を
社
会
全
体
に
理
解
さ

れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
患
者
会
が
人

材
や
制
度
を
活
用
し
て
、
社
会
参
加

を
果
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
し
な
く
て
は
な
ら
な

い。
３
、
患
者
会
の
活
動
目
的
、
到
達
目
標

を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
工
夫

す
る
こ
と
で
活
動
に
情
熱
が
生
ま
れ

て
く
る
。

４
、
各
道
県
の
難
病
連
は
、
ま
と
ま
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
情
報
は
公
開

し
、
み
な
で
共
有
す
る
。
地
域
を
大

繍慰北海道・東北ブロック交流会

事
に
し
、
特
に
保
健
師
と
の
連
携
が

重
要
で
あ
る
。

５
、
患
者
会
は
、
楽
し
い
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
安
全
・
安
心
の
確
保
が
第

一
で
あ
る
。
初
め
て
参
加
す
る
人
に

は
、
ま
ず
声
か
け
し
、
発
言
し
て
も

ら
う
こ
と
が
良
い
。

６
、
開
か
れ
た
患
者
会
で
あ
る
こ
と
。

社
会
へ
こ
ち
ら
か
ら
出
か
け
て
い

き
、
利
益
を
求
め
な
い
。
自
己
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
患
者
の
た
め
、
地
域
の

た
め
に
尽
す
意
識
を
も
つ
と
、
お
の

ず
か
ら
社
会
的
信
用
が
高
ま
る
。

そ
の
後
、
夕
食
交
流
会
へ
と
移
り
、

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
患
者
の
「
み
ち
の

く
し
コ
ー
ド
専
属
歌
手
木
田
俊
之

氏
」
の
歌
を
中
心
に
、
津
軽
三
味
線

の
弾
き
語
り
を
堪
能
し
な
が
ら
、
一

日
目
を
終
え
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
各
道
県
に
お
け
る
活

動
発
表
が
あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
る

各
地
の
特
色
あ
る
活
動
や
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

な
お
、
次
回
は
、
二
○
○
八
年
に

秋
田
県
が
当
番
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
青
森
県
難
病
団
体
等
連
絡
協
議
会

事
務
局
長
今
井
則
三
）

青
森
大
会
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九
月
十
五
・
十
六
日
に
大
分
市
の
第

一
ホ
テ
ル
に
て
、
ｗ
年
度
Ｊ
Ｐ
Ａ
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
に
は
、
鹿
児
島
・
沖
縄
以
外
の
県

か
ら
三
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
日
目
は
、
各
難
病
連
の
代
表
挨

拶
及
び
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
で
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
各
県
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
、
難
病
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
現
状
の
問
題
点
・
課

題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

難
病
セ
ン
タ
ー
の
運
営
資
金
に
つ
い

て
、
各
県
と
も
厳
し
い
状
況
報
告
が
あ

り
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
資
金
的
余
裕

の
あ
る
自
治
体
は
な
く
、
逆
に
予
算
削
減長

協
会

腎
原田

難連
赤嶺会長

リウマチ
飛河支部長

引
き
続
き
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
幹
事
の
陶
山
さ

ん
の
幹
事
会
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
相
談
セ
ン
タ
ー
で
解
決
で
き
な
い

事
を
相
談
す
る
、
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

設
置
要
望
を
し
て
い
く
。

○
各
加
盟
団
体
の
運
営
資
金
に
つ
い

て
は
、
行
政
に
要
求
す
る
事
は
現
状
で

は
厳
し
い
、
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み

が
必
要
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
大
分
の
味
を
十
二
分

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、
各
県
患
者
会
の
活
動

や
難
病
連
の
取
組
事
項
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

難
病
患
者
の
中
に
も
会
の
存
在
を
知

ら
な
い
人
が
い
る
、
社
会
へ
の
ア
ピ
ー

ル
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
、

今
後
国
会
請
願
等
の
街
頭
署
名
に
取
組

の
提
案
が
出
さ

れ
な
い
よ
う
施

設
の
活
用
と
運

営
・
対
外
ア
ピ

ー
ル
が
必
要
で

あ
る
事
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

全
国
で
一
番

最
後
の
設
置
が

確
定
し
た
、
大

分
県
の
状
況
に

つ
い
て
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

交流会風景

⑨
・
積
極
的
な
運
動
を
展
開
す
る
必
要
を

確
認
し
ま
し
た
。

会
の
運
営
費
を
色
々
な
形
で
確
保
す

る
。
そ
の
た
め
の
情
報
交
換
を
す
る
事

を
確
認
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
大
分
県
難
病
連
絡
協
議
会

の
上
原
み
な
子
さ
ん
の
講
演
、
最
後
に

次
の
事
項
を
協
議
し
決
定
し
ま
し
た
。

〈決議事項〉

①
来
年
度
は
長
崎
で
実
施
す
る
。

、で一尋
●

魂
１Ｎ

』淫一二一.聖区甦画
Ｐ

Ｎ
ｙ
■
■
■

JPA幹事会を報告する陶山幹事

講師の上原みな子さん

②
Ｊ
Ｐ
Ａ
常
任
幹
事
陶
山
幹
事
再
任
。

③
九
州
難
病
セ
ン
タ
ー
研
修
会
の
実

施
を
確
認
。

④
運
営
規
定
に
つ
い
て
は
、
今
回
提

案
事
項
を
来
年
決
議
す
る
事
で
承
認
。

⑤
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
開
催

時
間
・
場
所
は
、
参
加
で
き
な
い
地
域

に
配
噸
し
、
来
年
開
催
県
に
委
ね
る
事

で
承
認
。

〈周知事項〉

①
こ
の
会
に
際
し
て
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
よ
り

一
万
円
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
。

②
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
よ
り
、
十
万
円

の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
。

③
資
料
の
提
出
は
一
週
間
前
に
郵
送

す
る
か
、
当
日
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
持

参
す
る
。

当
日
持
参
は
し
な
い
事
を
確
認
し
ま

した。最後
に
事
務
局
よ
り
、
来
年
も
皆
さ

ん
と
元
気
で
再
会
し
ま
し
ょ
う
の
言
葉

で
無
事
お
わ
り
ま
し
た
。

交流会･宮崎･熊本･大分のﾒンバー

交流会筋ジスのメンバー
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二
○
○
七
年
十
月
二
十
七
日
、
二
十

八
日
、
富
山
市
に
て
全
国
難
病
セ
ン
タ

ー
研
究
会
第
九
回
研
究
大
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
北
海
道
難
病
連
は
全
国

難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
の
事
務
局
を
担

当
し
て
い
ま
す
（
共
同
事
務
局
難
病

支
援
ネ
ッ
ト
北
海
道
）
・

地
元
富
山
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
こ
～
ろ
．
リ
ベ
ル
」
に
よ
る
歓
迎
コ

ー
ラ
ス
で
一
味
違
う
幕
開
け
と
な
っ
た

今
回
の
研
究
大
会
。
参
加
者
は
一
五
一

名
に
の
ぼ
り
、
幅
広
く
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
（
内
訳
右
下
表
）
・

会
長
の
木
村
格
（
い
た
る
）
先
生
（
独

立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
宮
城
病
院

病
院
長
）
は
開
会
挨
拶
で
「
（
難
病
患

者
に
携
わ
る
）
私
た
ち
は
日
々
様
々
な

問
題
と
直
面
し
、
悩
み
な
が
ら
も
よ
り

よ
い
方
向
へ
進
む
よ
う
努
め
て
い
る
。

難
病
の
方
へ
の
医
療
や
生
活
支
援
が
あ

た
り
前
に
で
き
る
世
の
中
、
そ
れ
は
難

病
に
限
ら
ず
高
齢
者
や
障
害
を
持
っ
た

方
な
ど
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、
あ
た

全国難病
センター
研 究 会

第九回研究大会（富山）開催

～
二
日
間
で
一
五
一
名
の
参
加
！
～

り
ま
え
の
世
の
中
に
つ
な
が
る
。
こ
の

研
究
大
会
を
私
た
ち
の
役
割
の
再
認
識

の
場
と
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
講
演
、
発
表
は
以
下
の
通
り
で
す
。

〔
研
究
大
会
一
日
目
（
二
十
七
日
二

特
別
講
演
Ｉ
伊
藤
智
樹
先
生
（
富

山
大
学
人
文
学
部
）
「
病
の
語
り
言
．
①
膀

二
胃
昌
く
の
）
研
究
と
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ

ル
ー
プ
ー
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

富
山
県
支
部
と
の
出
会
い
を
通
し
て
考
え

るｌ」特
別
講
演
Ⅱ
倉
知
延
章
先
生
（
九

州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
）

「
難
病
に
罹
っ
て
い
る
人
に
対
す
る
就

業
支
援
の
視
点
と
方
法
を
考
え
る
～
精
神

障
害
者
支
援
の
取
組
み
か
ら
～
」

〔
研
究
大
会
二
日
目
三
十
八
日
二

一
般
発
表
Ⅱ
（
北
陸
三
県
難
病
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
発
表
）

①
小
栗
光
代
氏
（
富
山
県
厚
生
部
健

康
課
）
「
富
山
県
に
お
け
る
難
病
対
策
と

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」

②
北
野
浩
子
氏
（
石
川
県
難
病
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー
）
「
石
川
県
難
病
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

～
地
域
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
難
病
相
談
支

援
体
制
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～
」

③
永
井
富
美
氏
（
独
立
行
政
法
人
国

⑩
全園難病センター研究会第９回
研究大会（富山）参加者内訳

立
病
院
機
構
医
王
病
院
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
「
神

経
難
病
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
試
み

～
そ
の
成
果
と
課
題
～
」

④
三
好
良
子
氏
（
福
井
県
難
病
支
援

セ
ン
タ
ー
）
「
福
井
県
難
病
支
援
セ
ン
タ

ー
の
現
状
と
課
題
」

大
会
２
日
目
は
「
自
立
と
共
生
か
ら
ケ

ア
を
考
え
る
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
パ
ネ

リ
ス
ト
に
は
地
域
で
先
駆
的
な
活
動
を
さ

れ
て
い
る
３
名
、
惣
万
佳
代
子
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
こ
の
ゆ
ぴ
と
-
ま
れ
）
、
山
崎

京
子
氏
（
能
代
山
本
訪
問
介
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
、
林
幸
子
氏
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
あ
け
び
）
を
お
招
き
し
、
座
長

今
井
尚
志
（
た
か
し
）
先
生
（
研
究

会
副
会
長
・
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
宮
城
病
院
診
療
部
長
）
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
椿
井
富
美
恵
氏
（
同
病
院
Ａ

Ｌ
Ｓ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
の
進
行

の
も
と
、
「
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
（
こ

の
ゆ
ぴ
と
-
ま
れ
）
な
ど
特
色
あ
る
活
動

の
紹
介
と
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
「
自
立
と

共
生
」
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
大
会
開
催
に
あ
わ
せ
、

北
陸
三
県
の
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ

ー
、
医
療
機
関
、
行
政
関
係
者
、
難
病

団
体
が
集
ま
り
、
現
状
報
告
や
課
題
の

共
有
の
場
を
も
ち
ま
し
た
。
大
会
を
機

に
多
く
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
各
地
に
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
研
究
大
会
は
開
催
地
で

あ
る
富
山
県
、
厚
生
労
働
省
、
厚
生
労

働
科
学
研
究
費
補
助
金
難
治
性
疾
患
克

服
研
究
事
業
「
重
症
難
病
患
者
の
地
域

医
療
体
制
の
構
築
に
関
す
る
研
究
班
」

（
糸
山
斑
）
な
ら
び
に
「
特
定
疾
患
の
自

立
支
援
対
策
の
確
立
に
関
す
る
研
究

班
」
（
今
井
班
）
よ
り
後
援
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

関
係
者
の
皆
様
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た

方
々
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
○
回
研
究
大
会
は
○
八
年
三
月

一
五
日
、
一
六
日
、
愛
知
県
名
古
屋
市

で
開
催
い
た
し
ま
す
。
第
一
○
回
以
降

は
、
沖
縄
県
で
の
開
催
を
○
九
年
三
月

頃
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
難
病

連
、
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
（
Ｊ

Ｐ
Ａ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
当
研
究
会

の
情
報
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（鈴木洋史）

機関種別
鶏胃相談･支援ｾﾝﾀー
地 域 難 病 連
疾 病 団 体
医 療 関 係 機 関
行 政 関 係
企 業
そ の 他

計

隠関･団鰄
16機関
８団体
９団体
6機関
8機関
3機関
17団体

人数
2６
1７
3５
2０
1１
５
3７
1５１
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会
員
１
５
０
名
と
い
う
、
で
き
た
ば

か
り
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
会
で
す
。

下
垂
体
は
ホ
ル
モ
ン
の
司
令
塔
で
あ

り
、
そ
こ
が
腫
瘍
な
ど
に
よ
っ
て
故
障

し
、
ホ
ル
モ
ン
が
多
く
出
す
ぎ
た
り
、

少
な
す
ぎ
た
り
す
る
病
気
で
す
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
、
ク
ッ
シ
ン
グ
病
と
い
う

の
は
、
根
本
的
な
治
療
薬
は
ま
だ
開
発

さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
私
は
カ
レ
ン
ダ
ー

に
マ
ル
を
つ
け
る
だ
け
の
毎
日
だ
」
と

い
う
電
話
が
あ
る
ほ
ど
、
明
日
が
見
え

に
く
い
の
で
す
。
難
病
の
指
定
は
、
明

日
ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
希
望
そ
の
も

のです。
私
自
身
は
先
端
巨
大
症
（
ア
ク
ロ
メ

ガ
リ
ー
・
末
端
肥
大
症
）
と
い
う
病
気

で
す
。
安
価
な
飲
み
薬
で
治
療
で
き
な

い
場
合
は
、
年
間
“
万
円
の
薬
代
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

逆
に
、
足
り
な
い
ホ
ル
モ
ン
を
補
充

す
る
患
者
も
い
ま
す
。
薬
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
な
か
な
か
難
し
く
て
、
患
者
の

側
も
試
行
錯
誤
を
し
て
い
ま
す
し
、
薬

代
の
高
さ
に
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

経
済
的
な
支
援
策
が
必
要
で
す
。
ア
ン

I■■■■
闘
病
体
験
を
語
り
合
う
下
垂
体
患
者
の
会

ホ
ル
モ
ン
の
病
気
の
患
者
会
で
す

ケ
ー
ト
を
と
っ
て
み
て
も
、
薬
代
が
高

す
ぎ
る
か
ら
治
療
を
継
続
で
き
な
い
と

い
う
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す。難
病
の
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
た
ク

ッ
シ
ン
グ
病
・
先
端
巨
大
症
・
機
能
低

下
症
が
加
年
ほ
ど
前
に
外
さ
れ
ま
し

た
。
理
由
は
今
も
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

三
疾
病
を
難
病
研
究
の
対
象
に
押
し
戻

す
た
め
全
力
を
挙
げ
た
い
。
所
得
の
低

い
方
も
安
心
し
て
治
療
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
医
療
費
を
補
て
ん
す
る
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
、

皆
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

医
療
講
演
会
を
開
き
、
闘
病
体
験
を

語
り
合
う
集
い
を
年
に
数
回
、
開
い
て

き
ま
し
た
。
希
少
疾
患
は
仲
間
が
少
な

く
、
一
人
で
抱
え
て
い
た
思
い
を
吐
き

出
す
と
、
み
ん
な
、
す
っ
き
り
と
し
た
、

良
い
顔
で
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
闘
病
と

自
ら
の
命
へ
の
思
い
を
語
り
合
え
る
仲

間
を
、
今
後
と
も
大
切
に
し
た
い
で
す
。

（
は
む
ろ
お
と
や
事
務
局
長
）

⑪
秋
田
県
難
病
連
で
は
、
昨
年
の
加
月

７
日
（
日
）
の
午
後
１
時
半
か
ら
３
時
ま

で
、
秋
田
駅
中
央
改
札
口
近
く
の
連
絡

通
路
で
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
街
頭
署
名
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
、
リ
ウ
マ
チ
、
ベ
ー
チ
ェ

ッ
ト
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
、
筋
無
力
症
、
肝
臓
病

の
各
患
者
会
か
ら
加
名
と
事
務
局
貝
、

街
頭
署
名
活
動
で
患
者
の
願
い
を
訴
え

Ｊ
Ｐ
Ａ
国
会
請
願
署
名

街頭署名活動の風景

秋
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
各
１
名
の
計

廻
名
が
参
加
、
チ
ラ
シ
を
配
る
人
、
マ

イ
ク
で
支
援
を
呼
び
か
け
る
人
、
署
名

用
紙
を
置
い
た
３
箇
所
の
テ
ー
ブ
ル
に

立
っ
て
応
対
す
る
人
、
と
役
割
分
担
を

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

予
想
以
上
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
人

が
多
く
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
「
が

ん
ば
っ
て
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
は
自
分
た
ち
の
呼
び
か
け
に
手

ご
た
え
を
感
じ
な
が
ら
署
名
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１
６
６
名

か
ら
署
名
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま

した。各
患
者
会
の
連
帯
感
を
強
め
る
意
味

で
も
貴
重
な
取
り
組
み
と
な
っ
た
こ
の

街
頭
署
名
活
動
、
来
年
度
以
降
も
継
続

し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す。

ｑ

ｆ 、
『淵ィ盛

罐 魔秋
田
県
難
病
連

Ｉ

新
規
加
盟
団
体
紹
介
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’ユニセフ応援・環境保護第１回リサイクル研修会が、２月24日～25日神
奈川県三浦海岸で開催されました。この研修会に
は、２１団体30名が参加。JPAがユニセフに協力
し、社会貢献活動として、世界の子どもを救済す
るキャンペーン事業が開始されます。
全ての患者団体が一日も早く、この「JPA不
要入れ歯リサイクルキャンペーン」に参加される
こと念願します｡以下は､この事業の実施要綱(要
旨）です。

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
六
六
九
七
号
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
発
行
）

ニ
ブ
ブ
Ｌ
Ｅ
９
『
１
Ｉ
Ｆ
９
１
番
呈
丁

不要入れ歯リサ
世界の子どもた
難病患者に支援

イクルで
ちIこ愛を１
を！

．--．1ｐ＝

（
１
）
Ｊ
Ｐ
Ａ
及
び
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
参
加
団
体
の
機
関
紙
や
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

（
２
）
歯
科
医
院
や
地
方
自
治
体
、
町

内
会
、
商
店
街
、
施
設
、
福
祉
団
体
な

ど
へ
協
力
を
要
請
し
、
歯
科
医
院
や
自

治
体
ロ
ビ
ー
等
、
人
の
た
く
さ
ん
集
ま

る
場
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、

不
要
入
れ
歯
の
回
収
を
行
な
い
ま
す
。

（
３
）
回
収
し
た
入
れ
歯
等
は
、
日
本

Ｊ
Ｐ
Ａ
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日

本
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
と
の
共
同

事
業
で
す
。

「
Ｊ
Ｐ
Ａ
不
要
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
難
病
や
長
期
慢
性

疾
患
の
患
者
・
家
族
が
で
き
る
社
会
貢

献
活
動
で
あ
り
、
難
病
の
一
日
も
早
い

原
因
究
明
と
患
者
・
家
族
へ
の
社
会
的

支
援
の
必
要
性
、
ユ
ニ
セ
フ
へ
の
協
力
、

希
少
金
属
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
よ
る

環
境
問
題
に
対
す
る
社
会
の
認
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

八
事
業
の
実
施
主
体
は
Ｖ

八
事
業
の
目
的
は
Ｖ

八
実
施
方
法
に
つ
い
て
Ｖ

⑫
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
を
通
じ
て
換

金
さ
れ
、
ユ
ニ
セ
フ
と
Ｊ
Ｐ
Ａ
に
寄
付

さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ｐ
Ａ
は
、
こ
の
寄
付
金

を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
団
体
の
回
収
実

績
に
応
じ
て
還
元
し
ま
す
。

（
４
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
必
ず
全
国
、
地
域
の
マ
ス
コ

ミ
へ
の
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

患
者
（
団
体
）
も
で
き
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
。
患
者
団
体
も
社
会
貢
献

が
で
き
る
！
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。

大
勢
の
力
で
、
少
し
ず
つ
取
り
組
む

こ
と
が
要
。
難
病
患
者
が
入
れ
歯
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
を
通
じ
て
、
世
界
の

子
ど
も
支
援
者
に
な
る
こ
と
が
で
き

る。最
初
の
「
え
１
つ
、
入
れ
歯
？
」
と

い
う
思
い
が
研
修
を
受
け
て
、
ぜ
ひ

や
り
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
セ
フ
と
共
同
し
環
境
保
護
運
動

に
参
加
で
き
る
こ
と
が
あ
り
が
た

い
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
多

く
の
市
民
に
難
病
を
知
っ
て
頂
く
機

会
に
し
た
い
。

こ
の
事
業
の
市
場
規
模
は
膨
大
だ
と

第
１
回
研
修
会
参
加
者
の
声

発行所轆轄鑛趣跡錠馴細硫吻繩陰刻

八
電
話
Ｖ
リ
サ
イ
ク
ル
専
用
電
話

を
新
設
し
ま
し
た
。
０
３
１
３
９
４
７

１
１
０
８
３
（
さ
く
よ
な
、
い
れ
ば
さ

ん
）
で
す
。

リサイクル用品の注文を受け付けます 思
い
ま
す
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

「不要入れ歯リサイクルBOX」段ボール製回収ボックス（幅22cm、奥行き
１５cm、高さ40cm)が届きましたので注文を受付けます。

｜ 個 数 ｜ 金 額 ｜
個 ’ 円 ’ 噂歳Ｈ 送 付 用 品 名

入れ歯回収BOX
＊回収BOX等の送料は、注文団体の着払いとなります。
' ２ １ リ ー フ レ ッ ト 枚 ’ 無 料 ｜
＊注文して頂いた金額は、下記の銀行口座へ振込をお願い致します。
＜振込先＞巣鴨信用金庫本店普通預金3246297

（口座名）日本難病・疾病団体協議会

頒
価
五
百
円


